
令
和
三
年
度
鞠
智
城
跡
「
特
別
研
究
」
論
文
集

熊
本
県
教
育
委
員
会

―

第
十
号―

鞠
智
城
と

　
　

古
代
社
会



国
史
跡
鞠
智
城
跡
は
、
七
世
紀
後
半
に
唐
・
新
羅
に
よ
る
国
土
侵
攻
に
備
え
て
、
西
日
本
各
地
に
築
か
れ
た
古
代
山
城

の
一
つ
で
、
熊
本
県
を
代
表
す
る
重
要
遺
跡
で
す
。
熊
本
県
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
の
重
要
性
か
ら
、
平
成
二
三
年
度
に

刊
行
し
た
鞠
智
城
跡
の
総
合
報
告
書
『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
』
に
お
け
る
成
果
を
踏
ま
え
、
鞠
智
城
跡
の
研
究
を
進
展
さ
せ
る
取

組
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
、
鞠
智
城
跡
に
関
す
る
研
究
の
深
化
・
蓄
積
と
、
鞠
智
城
跡
に
関
連

す
る
分
野
に
携
わ
る
若
手
研
究
者
を
広
く
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
鞠
智
城
跡
「
特
別
研
究
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
論
文
集
は
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
事
業
成
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
今
年
度
の
一
般
公
募
で
選
ば
れ
た

四
名
の
若
手
研
究
者
が
こ
の
一
年
間
で
取
り
組
ん
だ
研
究
の
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。
こ
の
論
文
集
が
、
鞠
智
城
跡
、
ひ

い
て
は
古
代
山
城
の
研
究
を
更
に
進
展
さ
せ
る
と
と
も
に　

そ
の
歴
史
的
価
値
を
一
層
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
鞠
智
城
跡
「
特
別
研
究
」
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
研
究

者
並
び
に
先
生
方
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
四
年
三
月
二
十
日

熊
本
県
教
育
長　

古
閑　

陽
一

序　

文
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例　

言

一　

本
書
は
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
令
和
三
年
度
鞠
智
城
跡
「
特
別
研
究
」
事
業
（
以
下
、「
本
事
業
」
と
い
う
。）
の
成
果
と
し
て
刊
行
す
る
論
文
集
で

あ
る
。

　

 二　

本
事
業
は
、
平
成
二
四
年
三
月
に
刊
行
し
た
『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
―
第
８
～
３
２
次
調
査
報
告
―
』
で
得
ら
れ
た
新
た
な
学
術
的
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
、
熊
本
県
教

育
委
員
会
の
文
化
財
専
門
職
員
の
み
な
ら
ず
、
外
部
の
研
究
者
に
よ
る
鞠
智
城
跡
に
関
す
る
研
究
も
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
若
手
の
研
究
者
を
支
援
し
、
鞠
智

城
跡
を
研
究
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
事
業
で
あ
る
。

三　

本
事
業
で
は
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
一
般
公
募
を
実
施
。
同
年
七
月
に
審
査
を
行
い
、
研
究
助
成
対
象
者
を
決
定
し
た
。
研
究
期
間
は
、
対
象
者
決
定
後
か
ら
令

和
四
年
一
月
ま
で
の
約
七
ヶ
月
間
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
研
究
期
間
の
終
了
時
に
研
究
助
成
の
成
果
と
し
て
提
出
さ
れ
た
各
研
究
助
成
対
象
者
の
論
文
を
所
収
し

て
い
る
。
な
お
、
令
和
三
年
度
の
研
究
助
成
対
象
者
は
次
の
四
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

岡
田　

有
矢　
（
熊
本
市
⽂
化
財
課
⽂
化
財
専
⾨
職
）

　
　
　
　
　
　

垣
中　

健
志　
（
奈
良
⽂
化
財
研
究
所
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　

河
野　

保
博　
（
⽴
教
⼤
学
⽂
学
部
兼
任
講
師
）

　
　
　
　
　
　

全　
　

赫
基　
（
國
原
⽂
化
財
研
究
院
研
究
員
）　　
　
　
　
　
　

五
十
音
順
、
敬
称
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四　

本
書
の
編
集
は
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
。



　

対
外
的
な
情
勢
の
中
で
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
鞠
智
城
は
、
平
安
時
代
頃
に
な
る
と
、
そ
の
機
能
は
不
動
倉
を
有
す
る
備
蓄
庫
の
よ
う
な
も
の
へ
変
化
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二
年
（
八
五
八
年
）
六
月
条
に
み
え
る
「
菊
地
城
院
の
兵
庫
自
ら
鳴
る
、
不
動
倉
十
一
棟
が
火

災
に
あ
う
」
と
の
記
載
や
、
当
該
時
期
に
は
礎
石
建
物
が
大
型
化
す
る
と
い
う
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
変
化
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
鞠
智
城
は
、
そ
の
機
能
の
変
化
故
に
、
管
理
体
制
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
る
見
解
が
あ
る
。
文
献
史
の
見
解
で
は
、

大
宰
府
や
肥
後
国
が
管
理
し
た
と
す
る
説
や
、
重
層
的
な
管
理
体
制
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
に
関
し
て
考
古
学
的
視
点
か
ら
言
及
し
た
も
の
は

少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
は
機
能
を
変
化
さ
せ
た
と
さ
れ
る
鞠
智
城
の
特
徴
を
考
古
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
最
終
目
標
に
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
鞠
智
城
・
二
本
木
遺
跡
群
・
上
鶴
頭
遺
跡
・
赤
星
石
道
遺
跡
と
い
っ
た
当
該
期
に
お
け
る
県
内
の
主
要
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
一
括
性
の
高
い
遺
構
出

土
土
器
総
数
（
破
片
数
）
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
器
組
成
の
傾
向
を
出
し
て
比
較
し
、
肥
後
国
内
の
他
遺
跡
と
比
較
す
る
こ
と
で
特
徴
を
見
出
す
。

　

そ
の
結
果
、
鞠
智
城
に
は
官
衙
的
要
素
の
強
い
「
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
」
は
ほ
と
ん
ど
出
土
せ
ず
、
国
府
と
推
定
さ
れ
る
二
本
木
遺
跡
群
で
は
高
い
出
土

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
鞠
智
城
と
赤
星
石
道
遺
跡
は
「
土
師
器
坏
＋
土
師
器
高
台
付
坏
」
と
い
う
組
成
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
本
木
遺
跡
群
は

「
土
師
器
坏
＋
須
恵
器
高
台
付
坏
」、
上
鶴
頭
遺
跡
は
「
土
師
器
坏
」
が
組
成
の
主
と
違
い
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
れ
は
須
恵
器
供
給
の
優
位
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
、
同
郡
に
存
在
す
る
鞠
智
城
と
赤
星
石
道
遺
跡
が
同
様
の
土
器
組
成
に
な
っ
た
の
は
大
変
興
味
深
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
鞠
智
城
の
土
器
組
成
は
極
め
て
在
地
的
で
あ
り
、
大
宰
府
や
肥
後
国
が
直
接
的
管
理
を
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
鞠
智
城
の
管
理
は
菊
池

郡
等
周
辺
の
地
域
が
担
っ
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。

要　

旨
出
土
土
器
か
ら
み
た
平
安
時
代
肥
後
国
内
に
お
け
る
鞠
智
城
の
位
置
付
け

岡
田　

有
矢

1





は
じ
め
に

　

古
代
山
城
で
あ
る
鞠
智
城
は
、
白
村
江
の
戦
い
後
の
対
外
情
勢
に
よ
り
築
造

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
築
造
当
初
は
太
宰
府
の
後
方
基
地
等
の
軍
事
的
役
割
が

主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
対
外
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、

そ
の
役
割
を
変
え
て
い
っ
た
と
す
る
説
が
あ
り
、
平
安
時
代
初
期
頃
に
は
備
蓄

庫
の
よ
う
な
機
能
へ
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
変
化

に
は
、
鞠
智
城
の
管
理
機
関
や
管
理
体
制
に
つ
い
て
文
献
史
学
的
観
点
か
ら
の

研
究
が
あ
り
、肥
後
国
も
し
く
は
郡
で
管
理
し
て
い
た
と
す
る
説
が
あ
る
（
註
一
）。

そ
の
一
方
、
鞠
智
城
の
考
古
学
的
な
研
究
は
、
遺
構
を
中
心
と
す
る
議
論
が
多

く
、
遺
物
に
関
す
る
議
論
は
少
な
い
。
特
に
、
年
代
決
定
の
根
幹
と
な
る
土
器

に
関
す
る
議
論
は
低
調
で
あ
る
。
今
回
は
鞠
智
城
出
土
土
器
と
肥
後
国
内
の
同

時
期
の
出
土
土
器
組
成
を
比
較
し
、
各
遺
跡
の
特
徴
を
見
出
し
、
文
献
史
研
究

で
指
摘
さ
れ
る
説
を
考
古
学
的
に
立
証
で
き
る
か
を
最
終
目
的
と
す
る
。
具
体

的
に
は
、
主
に
土
器
を
中
心
と
す
る
遺
物
組
成
を
、
鞠
智
城
、
二
本
木
遺
跡
群
、

上
鶴
頭
遺
跡
、
赤
星
石
道
遺
跡
と
で
比
較
を
す
る
。
二
本
木
遺
跡
群
は
肥
後
国

府
推
定
遺
跡
で
あ
る
こ
と
、
上
鶴
頭
遺
跡
は
郡
衙
推
定
遺
跡
で
あ
る
こ
と
、
赤

星
石
道
遺
跡
は
、「
山
門
郷
」
推
定
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
選
定
し
た
。

第
１
図
　
編
年
比
較
図

出
土
土
器
か
ら
み
た
平
安
時
代
肥
後
国
内
に
お
け
る
鞠
智
城
の
位
置
付
け

岡
田　

有
矢

第１図　編年比較図
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分
析
方
法

　

今
回
は
主
に
時
期
幅
が
小
さ
い
遺
構
の
遺
物
破
片
数
を
型
式
別
に
カ
ウ
ン
ト

し
、
組
成
を
比
べ
る
。
二
本
木
遺
跡
群
で
は
九
七
次
井
戸
Ａ
一
〇
〇
〇
八 

、

四
〇
次
Ｆ
区
の
Ｓ
Ｅ
〇
四
、
Ｓ
Ｄ
六
二
、十
三
次
Ａ
九
号
溝
と
す
る
。
上
鶴
頭

遺
跡
の
出
土
遺
物
は
、
遺
物
の
年
代
が
か
な
り
限
ら
れ
る
た
め
、
出
土
遺
物
全

て
を
対
象
と
し
た
。
鞠
智
城
は
遺
構
か
ら
の
出
土
遺
物
が
少
な
く
、
時
期
の
限

定
さ
れ
た
遺
物
包
含
層
も
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、「
鞠
智
城
Ⅳ
期
」
に
相
当

す
る
土
器
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
く
。
赤
星
石
道
遺
跡
は
Ｓ
Ｋ
〇
一
、
Ｓ
Ｋ
〇
二

出
土
土
器
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

な
お
、
今
回
の
土
師
器
・
須
恵
器
の
型
式
分
類
と
年
代
観
は
、
山
元
瞭
平
（
山

元 

二
〇
一
九
）
と
筆
者
（
岡
田 

二
〇
二
一
）
が
以
前
提
唱
し
た
も
の
に
基
づ

く
。
こ
の
年
代
観
で
は
、「
鞠
智
城
Ⅳ
期
」
は
お
お
よ
そ
「
二
本
木
Ⅴ
期
～
Ⅶ

期
」に
あ
た
る
。「
二
本
木
Ⅴ
期
」

は
回
転
台
土
師
器
坏
Ａ
２
の
登

場
、「
二
本
木
Ⅵ
期
」
は
荒
尾

産
須
恵
器
供
膳
具
の
消
失
、「
二

本
木
Ⅶ
期
」
は
回
転
台
土
師
器

坏
Ｂ
２
の
登
場
を
画
期
と
し
て

い
る
。
筆
者
提
唱
の
年
代
観
は

二
本
木
遺
跡
群
内
で
提
唱
し
た

土
器
編
年
で
あ
る
が
、
今
回
は

こ
れ
を
一
律
に
適
用
す
る
。

対
象
遺
跡

　
（
一
）
二
本
木
遺
跡
群

　

二
本
木
遺
跡
群
は
熊
本
県
熊

第
２
図
　
土
師
器
坏
分
類
図
（
岡
田
 
二
〇
二
一
）

第２図　土師器坏分類図（岡田 二〇二一）

第３図　山元土器分類図（山元 二〇一九より転載）
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分
析
方
法

　

今
回
は
主
に
時
期
幅
が
小
さ
い
遺
構
の
遺
物
破
片
数
を
型
式
別
に
カ
ウ
ン
ト

し
、
組
成
を
比
べ
る
。
二
本
木
遺
跡
群
で
は
九
七
次
井
戸
Ａ
一
〇
〇
〇
八 

、

四
〇
次
Ｆ
区
の
Ｓ
Ｅ
〇
四
、
Ｓ
Ｄ
六
二
、十
三
次
Ａ
九
号
溝
と
す
る
。
上
鶴
頭

遺
跡
の
出
土
遺
物
は
、
遺
物
の
年
代
が
か
な
り
限
ら
れ
る
た
め
、
出
土
遺
物
全

て
を
対
象
と
し
た
。
鞠
智
城
は
遺
構
か
ら
の
出
土
遺
物
が
少
な
く
、
時
期
の
限

定
さ
れ
た
遺
物
包
含
層
も
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、「
鞠
智
城
Ⅳ
期
」
に
相
当

す
る
土
器
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
く
。
赤
星
石
道
遺
跡
は
Ｓ
Ｋ
〇
一
、
Ｓ
Ｋ
〇
二

出
土
土
器
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

な
お
、
今
回
の
土
師
器
・
須
恵
器
の
型
式
分
類
と
年
代
観
は
、
山
元
瞭
平
（
山

元 

二
〇
一
九
）
と
筆
者
（
岡
田 

二
〇
二
一
）
が
以
前
提
唱
し
た
も
の
に
基
づ

く
。
こ
の
年
代
観
で
は
、「
鞠
智
城
Ⅳ
期
」
は
お
お
よ
そ
「
二
本
木
Ⅴ
期
～
Ⅶ

期
」に
あ
た
る
。「
二
本
木
Ⅴ
期
」

は
回
転
台
土
師
器
坏
Ａ
２
の
登

場
、「
二
本
木
Ⅵ
期
」
は
荒
尾

産
須
恵
器
供
膳
具
の
消
失
、「
二

本
木
Ⅶ
期
」
は
回
転
台
土
師
器

坏
Ｂ
２
の
登
場
を
画
期
と
し
て

い
る
。
筆
者
提
唱
の
年
代
観
は

二
本
木
遺
跡
群
内
で
提
唱
し
た

土
器
編
年
で
あ
る
が
、
今
回
は

こ
れ
を
一
律
に
適
用
す
る
。

対
象
遺
跡

　
（
一
）
二
本
木
遺
跡
群

　

二
本
木
遺
跡
群
は
熊
本
県
熊

第
２
図
　
土
師
器
坏
分
類
図
（
岡
田
 
二
〇
二
一
）

本
市
西
区
に
あ
り
、
熊
本
駅
周
辺
に
展

開
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
東
を
白
川
に
、

西
を
花
岡
山
、
万
日
山
に
囲
わ
れ
、
白

川
の
自
然
堤
防
上
に
遺
跡
は
形
成
さ
れ

る
。
弥
生
時
代
～
江
戸
時
代
の
複
合
遺

跡
で
あ
り
、
諸
説
あ
る
が
、
奈
良
・
平

安
時
代
や
鎌
倉
時
代
以
降
の
国
府
が
置

か
れ
た
地
と
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
・
平

安
時
代
の
国
府
が
置
か
れ
た
確
証
は
な

い
も
の
の
、
十
三
次
調
査
で
検
出
さ
れ

た
八
間
×
八
間
の
大
型
建
物
等
、
官
衙

が
存
在
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
二
本
木
遺
跡
群
に
お
け
る
官

衙
域
は
現
在
の
白
川
と
坪
井
川
に
挟
ま

れ
た
範
囲
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

周
囲
は
生
活
域
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
調
査
対
象
に
し
た
十
三
次
調
査

区
は
官
衙
域
に
、
四
〇
次
・
九
七
次
は

生
活
域
に
位
置
す
る
。

　

十
三
次
調
査
は
放
送
局
建
設
に
伴
う

調
査
で
あ
り
、
前
述
し
た
八
間
×
八
間

の
大
型
建
物
等
の
官
衙
と
思
し
き
遺
構

や
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
熊
本
市

の
見
解
で
は
、
国
府
と
は
言
い
切
れ
な

い
も
の
の
、
こ
の
大
型
建
物
に
並
ぶ
規

模
の
も
の
が
他
に
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
託
麻
国
府
の
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
神
水
遺
跡
第
一
次
調
査
検
出
官
衙
建
物
≦
二
本
木
遺
跡
群
第
十
三
次
調

査
大
型
建
物
と
し
て
い
る
。
今
回
、
分
析
対
象
と
す
る
Ａ
九
号
溝
は
そ
の
大
型

建
物
よ
り
後
出
す
る
遺
構
で
、
幅
一
ｍ
前
後
、
検
出
さ
れ
た
長
さ
は
二
十
ｍ
を

超
え
る
。
溝
の
方
向
は
ほ
ぼ
東
西
方
向
で
あ
る
。
筆
者
の
編
年
観
に
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
「
二
本
木
Ⅴ
～
二
本
木
Ⅵ
」
に
相
当
す
る
時
期
で
あ
り
、
鞠
智
城
変

遷
の
「
鞠
智
城
Ⅳ
期
」
に
相
当
す
る
。

　

四
〇
次
調
査
は
熊
本
駅
西
側
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
調
査
で
、
Ｆ
区
は
現
在

の
新
幹
線
高
架
か
ら
西
側
約
四
十
ｍ
に
位
置
す
る
。
主
な
検
出
遺
構
は
掘
立
柱

建
物
や
竪
穴
住
居
、
井
戸
等
で
あ
る
。
今
回
対
象
と
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
四
と
溝

Ｓ
Ｄ
六
二
は
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
の
年
代
観
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
二
本
木
Ⅵ
」
と

「
二
本
木
Ⅶ
」
に
あ
た
り
、
鞠
智
城
変
遷
の
「
鞠
智
城
Ⅳ
期
」
に
相
当
す
る
。

　

九
七
次
調
査
は
平
成
三
十
年
度
に
行
わ
れ
た
、
駅
ビ
ル
建
設
に
伴
う
調
査
で

あ
る
。
主
な
検
出
遺
構
は
、
近
世
の
道
路
（
高
橋
往
還
）
や
奈
良
・
平
安
時
代

の
掘
立
柱
建
物
や
竪
穴
住
居
で
あ
る
。
今
回
対
象
と
す
る
井
戸
Ａ
一
〇
〇
〇
八

は
筆
者
の
年
代
観
で
い
う
「
二
本
木
Ⅴ
～
二
本
木
Ⅵ
」
で
あ
り
、
鞠
智
城
変
遷

の
「
鞠
智
城
Ⅳ
期
」
に
相
当
す
る
。

　
（
二
）
上
鶴
頭
遺
跡

　

上
鶴
頭
遺
跡
は
七
城
町
（
現
：
菊
池
市
）
亀
尾
字
上
鶴
頭
に
所
在
す
る
遺
跡

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
熊
本
平
野
北
側
の
台
地
上
に
位
置
し
、
眼
下
に
は
肥
沃
な

菊
鹿
盆
地
が
広
が
り
、
そ
の
北
側
に
丘
陵
に
は
鞠
智
城
が
あ
る
。

　

昭
和
五
十
七
年
に
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

廂
付
建
物
を
含
む
掘
立
柱
建
物
十
七
棟
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
建
物

は
「
コ
」
ま
た
は
「
ロ
」
の
字
状
に
配
置
し
て
お
り
、
墨
書
土
器
が
多
く
出
土

し
た
こ
と
か
ら
山
本
郡
衙
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
工
藤
敬
一
は
報
告
書

第１表　二本木編年根拠となる遺物消失表
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付
論
に
て
、「
合
志
郡
西
部
の
発
展
に
よ
り
設
け
ら
れ
、
貞
観
元
年
（
八
五
九
）

五
月
、
合
志
郡
の
西
部
を
分
け
て
山
本
郡
を
置
い
た
こ
と
に
伴
い
廃
棄
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
、
一
時
的
に
お
か
れ
た
官
衙
跡
」
と
推
測
し
て
い
る
。
今
回
は
こ

の
調
査
時
に
出
土
し
た
遺
物
全
て
を
対
象
と
し
た
。

　
（
三
）
赤
星
石
道
遺
跡

　

赤
星
石
道
遺
跡
は
菊
池
市
赤
星
に
所
在
す
る
遺
跡
で
あ
り
、平
成
三
十
年
に
、

国
道
改
線
工
事
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
十
棟
の

掘
立
柱
建
物
や
土
坑
、
溝
等
が
確
認
さ
れ
、
越
州
窯
青
磁
や
緑
釉
陶
器
、
そ
の

他
出
土
遺
物
か
ら
九
世
紀
代
を
中
心
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
菊
池
市
赤
星
に
は
、
過
去
に
九
世
紀
の
遺
跡
で
あ
る
赤
星
福
土
・

水
溜
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
遺
跡
に
お
い
て
も
掘
立
柱
建
物
や
方
形

土
坑
、
越
州
窯
青
磁
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
遺

跡
は
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
成
三
十
年
の
赤
星
石
道
遺
跡
の
調
査
で
は
、「
依
麻
□
」
と
人
名
が
書
か

れ
た
墨
書
土
器
、
土
師
器
耳
皿
と
い
っ
た
あ
ま
り
見
な
い
遺
物
が
出
土
し
て
い

る
。
報
告
書
で
は
、″
古
代
律
令
制
下
、
郡
の
下
の
行
政
区
分
で
あ
る
「
郷
」

を
彷
彿
と
さ
せ
る
様
相
を
呈
す
る
遺
跡
群
〟
と
し
、
赤
星
石
道
遺
跡
は
そ
の
中

心
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
菊
池
郡
の
九
郷
の
う
ち
、
比
定
地
候
補
の
無
い

「
山
門
郷
」
の
候
補
地
と
も
推
測
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
赤
星
石
道
遺
跡
の
出
土
遺
物
の
大
半
を
占
め
る
Ｓ
Ｋ
〇
一
、
Ｓ
Ｋ

〇
二
出
土
遺
物
を
対
象
と
し
た
。

　
（
四
）
鞠
智
城

　

鞠
智
城
は
山
鹿
市
菊
鹿
町
米
原
・
木
野
か
ら
菊
池
市
木
野
に
か
け
て
所
在
す

る
古
代
山
城
で
あ
る
。
標
高
一
四
五
メ
ー
ト
リ
前
後
の
通
称
「
米
原
大
地
」
を

中
心
に
立
地
し
、
南
に
は
菊
池
川
流
域
の
肥
沃
な
菊
鹿
盆
地
が
広
が
る
。
鞠
智

城
は
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
年
）
五
月
二
十
五
日
条
「
令
大

宰
府
繕
治
大
野
。
基
肄
。
鞠
智
三
城
。」
に
記
さ
れ
た
「
鞠
智
」
と
さ
れ
、
天

智
天
皇
二
年
（
六
三
三
年
）
八
月
二
十
八
日
条
に
み
え
る
、
白
村
江
の
戦
い
の

敗
戦
後
、
唐
・
新
羅
の
侵
攻
に
備
え
て
築
城
さ
れ
た
城
跡
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

　

鞠
智
城
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
白
村
江
の
戦
い
後
の
侵
攻
に
備
え
た
山
城
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
遺
物
や
遺
構
か
ら
推
測
す
る
存
続
期
間
は
、
十
世
紀
ま

で
あ
る
。
そ
の
間
ず
っ
と
侵
攻
に
備
え
た
機
能
と
し
て
稼
働
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
平
安
時
代
頃
に
は
備
蓄
庫
の
よ
う
な
機
能
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
遺
構
が
礎
石
建
物
と
な
る
こ
と
や
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二

年
（
八
五
八
年
）
六
月
条
に
み
え
る
「
菊
地
城
院
の
兵
庫
自
ら
鳴
る
、
不
動
倉

十
一
棟
が
火
災
に
あ
う
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
る
。

文
献
史
、
考
古
学
的
視
点
か
ら
み
て
、
平
安
時
代
前
半
期
に
倉
庫
の
よ
う
な
建

物
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
今
後
は
そ
の
機
能
や
管
理
体
制
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
献
史
視
点
の
研
究
で
は
、「
大
宰
府
→
肥
後

国
→
菊
池
郡
」
と
い
っ
た
重
層
的
な
管
理
体
制
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
註
二
）。

　

今
回
は
、
鞠
智
城
が
備
蓄
庫
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
た
時
代
の
三
十
六
号
・

五
十
六
号
礎
石
建
物
出
土
遺
物
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
し
か
し
、
鞠
智
城
出
土
遺

物
に
は
良
好
な
遺
構
一
括
出
土
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
調
査
時
に
該
当
礎
石

建
物
周
辺
と
し
て
取
り
上
げ
た
遺
物
の
う
ち
、
明
ら
か
に
平
安
時
代
前
半
期
と

は
異
な
る
も
の
（
弥
生
土
器
や
中
近
世
陶
磁
器
、か
え
り
の
つ
い
た
須
恵
器
蓋
）

を
除
き
、
か
つ
型
式
分
類
に
当
て
は
め
る
こ
と
の
出
来
る
遺
物
の
み
を
カ
ウ
ン

ト
し
た
。
鞠
智
城
と
比
較
す
る
遺
跡
・
遺
構
と
比
べ
、
資
料
の
一
括
性
は
低
く
、

今
後
の
調
査
の
進
展
次
第
で
は
大
き
く
結
果
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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第４図　二本木遺跡群と熊本平野部の古代遺跡（国土地理院地図を加工し作製）

第５図　鞠智城と周辺の古代遺跡（国土地理院地図を加工し作製）
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分
析
結
果

　
（
一
）
二
本
木
遺
跡
群
第
九
七
次
Ａ
一
〇
〇
〇
八

　

カ
ウ
ン
ト
の
結
果
、
型
式
の
識
別
可
能
な
破
片
総
数
は
二
八
七
点
で
あ
っ
た

（
表
２
）。
土
師
器
と
須
恵
器
で
は
土
師
器
の
方
が
多
く
、
そ
の
比
率
は
約
７
：

３
で
あ
る
。
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
も
の
は
土
師
器
坏
Ａ
２
で
、
次
い
で
土

師
器
甕
、
須
恵
器
坏
Ｂ
と
な
る
。
概
観
す
る
と
、
供
膳
具
で
は
皿
の
比
率
は
坏

と
比
べ
て
低
く
、
二
本
木
遺
跡
群
内
で
も
生
活
域
と
あ
っ
て
甕
や
壺
と
い
っ
た

調
理
具
、
貯
蔵
具
も
あ
る
一
定
数
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
表
に
は
反
映
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
の
遺
構
か
ら
は
鉄
鉢
形
黒
色
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
二
本

木
遺
跡
群
居
住
域
に
お
け
る
仏
教
の
浸
透
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

土
師
器
に
お
け
る
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
の
あ
る
も
の
は
、
坏
Ａ
２

（
六
八
点
、
七
〇
．
一
％
）、
坏
Ｂ
（
三
点
、
一
〇
〇
％
）、
坏
Ｂ
２
（
一
点
、

五
〇
％
）、
皿
Ａ
（
五
点
、
三
三
．
三
％
）
で
あ
り
、
土
師
器
供
膳
具
に
お
け

る
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
率
は
比
較
的
高
い
。

　
（
二
）
二
本
木
遺
跡
群
第
十
三
次
Ａ
九
号

　

カ
ウ
ン
ト
の
結
果
、
型
式
の
識
別
可
能
な
破
片
総
数
は
一
四
一
点
で
あ
っ
た

（
表
３
）。
こ
の
遺
構
に
お
い
て
も
、
須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
方
が
多
く
、
そ
の

比
率
は
概
ね
７
：
３
で
あ
る
。
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
も
の
は
土
師
器
坏
Ａ

２
で
、
次
い
で
土
師
器
皿
Ａ
、
須
恵
器
坏
蓋
と
続
く
。
そ
の
出
土
数
に
は
ほ
と

ん
ど
差
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
二
〇
％
程
度
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち
そ
の

三
型
式
の
土
器
で
全
体
の
六
〇
％
近
く
を
占
め
る
。
ま
た
、
表
に
は
反
映
し
て

い
な
い
が
、
こ
の
遺
構
か
ら
は
手
持
ち
成
形
の
坏
Ａ
類
、
坏
Ｂ
２
類
、
皿
Ａ
類

が
出
土
し
て
い
る
。
平
城
京
や
平
安
京
と
い
っ
た
都
で
み
ら
れ
る
も
の
と
類
似

し
て
お
り
、
官
衙
域
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
遺
物
と
思
わ
れ
る
。

　

土
師
器
に
お
け
る
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
の
あ
る
も
の
は
、
坏
Ａ
２
（
二
三

点
、七
九
．
三
％
）、坏
Ｂ
（
二
点
、二
〇
％
）、皿
Ａ
（
一
三
点
、四
八
．
一
％
）、

皿
Ｂ
（
一
点
、
一
〇
〇
％
）、
高
坏
（
二
点
、
二
八
，
六
％
）、
坏
蓋
（
一
点
、

二
〇
％
）
で
あ
り
、
供
膳
具
の
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
率
は
比
較
的
高
い
。

第２表　二本木 97 次 A10008 カウント表

第３表　二本木 13 次 A9 号溝カウント表
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（
三
）
二
本
木
遺
跡
群
第
四
〇
次
Ｆ
区
Ｓ
Ｅ
〇
四

　

カ
ウ
ン
ト
の
結
果
、
型
式
の
識
別
可
能
な
破
片
総
数
は
一
四
五
点
で
あ
っ
た

（
表
４
）。
こ
の
遺
構
に
お
い
て
も
、
須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
方
が
多
く
、
そ
の

比
率
は
概
ね
７
：
３
で
あ
る
。
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
も
の
は
土
師
器
坏
Ａ

２
で
、
次
い
で
土
師
器
皿
Ａ
、
須
恵
器
甕
と
続
く
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
破
片

数
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
須
恵
器
甕
の
個
体
数
が
多
い
と
は
い

え
な
い
。
基
本
的
に
は
坏
や
皿
と
い
っ
た
供
膳
具
が
中
心
で
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
須
恵
器
鉢
の
一
つ
は
鉄
鉢
形
を
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
仏
教

が
二
本
木
遺
跡
群
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。

　

土
師
器
に
お
け
る
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
の
あ
る
も
の
は
、
坏
Ａ
２
（
九

点
、
二
九
％
）、
坏
Ｂ
（
三
点
、
四
二
．
九
％
）、
皿
Ａ
（
七
点
、
二
八
．
一
％
）、

高
坏
（
一
点
、
一
〇
〇
％
）、
坏
蓋
（
一
点
、
一
四
．
三
％
）
で
あ
り
、
供
膳

具
の
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
率
は
今
ま
で
比
較
し
て
き
た
資
料
の
中
で
は
低
い

方
と
い
え
る
。

　
（
四
）
二
本
木
遺
跡
群
第
四
〇
次
Ｆ
区
Ｓ
Ｄ
六
二

　

カ
ウ
ン
ト
の
結
果
、
型
式
の
識
別
可
能
な
破
片
総
数
は
一
九
五
点
で
あ
っ
た

（
表
５
）。
こ
の
遺
構
に
お
い
て
は
、
土
師
器
よ
り
須
恵
器
の
方
が
多
い
が
、
そ

の
比
率
は
概
ね
５
：
５
で
あ
る
。
こ
れ
は
須
恵
器
甕
の
破
片
数
が
多
い
こ
と
に

起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
も
の
は
土
師
器
皿
Ａ
、

次
い
で
須
恵
器
坏
蓋
、
須
恵
器
甕
と
続
く
。
須
恵
器
の
比
率
が
高
い
の
は
、
層

位
を
無
視
し
、
遺
構
出
土
の
遺
物
を
全
て
実
見
し
て
得
た
数
値
で
あ
る
こ
と
、

溝
と
い
う
遺
構
の
性
質
上
、
古
い
時
期
の
遺
物
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
大
い
に

あ
る
こ
と
か
ら
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
デ
ー
タ
と
し
て
は
や
や
怪
し
い
部
分

も
あ
る
。
し
か
し
、
大
き
く
は
「
二
本
木
Ⅵ
～
Ⅶ
」
の
間
で
あ
り
、
今
回
の
比

較
に
は
適
用
で
き
る
と
考
え
た
。

　

な
お
、
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
の
あ
る
も
の
は
、
坏
Ａ
２
（
九
点
、
四
七
．

四
％
）、
皿
Ａ
（
六
点
、
一
九
．
四
％
）、
坏
蓋
（
一
点
、
七
．
一
％
）
で
あ
り
、

供
膳
具
の
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
率
は
、
今
ま
で
の
も
の
と
比
べ
て
低
い
。

第４表　二本木 40 次 FSE04 カウント表

第５表　二本木 40 次 FSD62 カウント表
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第６図　二本木遺跡群分析対象遺構図（縮尺任意、黒塗りが対象遺構）
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（
五
）
赤
星
石
道
遺
跡
Ｓ
Ｋ
〇
一

　

カ
ウ
ン
ト
の
結
果
、型
式
の
識
別
可
能
な
破
片
総
数
は
八
六
点
で
あ
っ
た（
表

６
）。
こ
の
遺
構
に
お
い
て
は
、
須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
方
が
多
く
、
そ
の
比

率
は
概
ね
８
：
２
で
あ
る
。
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
も
の
は
土
師
器
坏
Ｂ
で

あ
り
、
次
い
で
土
師
器
坏
Ａ
２
、
土
師
器
皿
Ａ
と
続
く
。
こ
の
遺
構
で
は
、
調

理
具
で
あ
る
土
師
器
甕
は
少
量
で
あ
り
、
土
師
器
は
坏
や
皿
と
い
っ
た
供
膳
具

主
体
で
あ
る
。
須
恵
器
に
は
甕
や
壺
が
少
量
確
認
で
き
る
も
の
の
、
数
は
少
な

い
。
そ
の
中
に
お
い
て
も
、
須
恵
器
壺
に
は
頸
部
よ
り
上
位
を
打
ち
欠
い
た
よ

う
な
状
態
で
出
土
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
報
告
書
で
は″
祭
祀
・
儀
礼
行
為

後
に
廃
棄
さ
れ
た
土
坑
〟
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
カ
ウ
ン
ト
に
は
含
め
て
い

な
い
が
、
手
持
ち
成
形
の
土
師
器
椀
（
奈
文
研
分
類
の
椀
Ａ
類
の
模
倣
か
）
が

出
土
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
遺
構
か
ら
は
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
の
あ
る
土
師
器
が
見
つ

か
っ
て
い
な
い
点
は
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

　
（
六
）
赤
星
石
道
遺
跡
Ｓ
Ｋ
〇
二

　

カ
ウ
ン
ト
の
結
果
、
型
式
の
識
別
可
能
な
破
片
総
数
は
一
二
四
点
で
あ
っ
た

（
表
７
）。
こ
の
遺
構
に
お
い
て
は
、
須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
方
が
多
く
、
そ
の

比
率
は
概
ね
８
：
２
で
あ
る
。
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
も
の
は
土
師
器
坏
Ｂ

で
あ
り
、
次
い
で
土
師
器
坏
Ａ
２
、
土
師
器
皿
Ａ
と
続
く
。
こ
の
遺
構
で
も
調

理
具
で
あ
る
土
師
器
甕
が
少
量
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
師
器
耳
皿
や
緑

釉
陶
器
椀
、
手
持
ち
成
形
の
土
師
器
皿
が
出
土
し
て
お
り
、
先
ほ
ど
の
Ｓ
Ｋ

〇
一
同
様
、
報
告
書
で
は″
祭
祀
・
儀
礼
行
為
後
に
廃
棄
さ
れ
た
土
坑
〟
と
さ

れ
て
い
る
。
手
持
ち
成
形
の
土
師
器
や
耳
皿
は
、
熊
本
県
内
で
は
一
般
的
に
見

か
け
る
遺
物
で
は
な
く
、
報
告
書
で
推
測
さ
れ
て
い
る
「
郷
」
の
根
拠
の
一
つ

と
も
い
え
る
遺
物
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
遺
構
か
ら
も
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
の
あ
る
土
師
器
が
見
つ

か
っ
て
い
な
い
点
は
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、実
見
し
た
範
囲
で
は
、

赤
星
石
道
遺
跡
内
に
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

第６表　赤星石道遺跡 SK01 カウント表

第７表　赤星石道遺跡 SK02 カウント表
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第７図　赤星石道遺跡遺構配置図・SK01・SK02 個別図（縮尺任意、黒塗りが対象遺構）

12



　
（
七
）
上
鶴
頭
遺
跡

　

カ
ウ
ン
ト
の
結
果
、
型
式
の
識
別
可
能
な
破
片
総
数
は
一
五
八
点
で
あ
っ

た
（
表
８
）。
こ
の
遺
構
に
お
い
て
は
、
須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
方
が
多

く
、
そ
の
比
率
は
概
ね
９
：
１
で
あ
る
。
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
も
の
は             

土
師
器
坏
Ａ
２
で
あ
り
、
全
体
出
土
数
の
半
数
以
上
を
占
め
る
。
次
い
で
土
師

器
皿
Ａ
、
土
師
器
坏
Ｂ
２
、
土
師
器
皿
Ｂ
と
続
く
。
筆
者
が
実
見
し
た
限
り
で

は
、
い
わ
ゆ
る
調
理
具
で
あ
る
土
師
器
甕
や
甑
等
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
一

方
、
須
恵
器
は
少
量
で
は
あ
る
が
、
壺
や
甕
と
い
っ
た
貯
蔵
具
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
土
師
器
と
須
恵
器
は
今
回
比
較
し
た
中
で
一
番
差
が
大
き
い
。
上
鶴

頭
遺
跡
に
限
っ
て
は
、
遺
物
総
数
が
少
な
い
こ
と
、
出
土
遺
物
に
大
き
く
時
期

差
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
か
ら
、調
査
で
出
土
し
た
遺
物
全
て
を
実
見
し
た
が
、

時
期
は
「
二
本
木
Ⅶ
」
の
範
疇
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
遺
跡
か
ら
も
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
の
あ
る
土
師
器
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。

　
（
八
）
鞠
智
城
跡
三
六
号
建
物

　

カ
ウ
ン
ト
の
結
果
、型
式
の
識
別
可
能
な
破
片
総
数
は
五
七
点
で
あ
っ
た（
表

９
）。
今
回
、
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
の
中
で
は
一
番
破
片
数
が
少
な
い
。
こ
の

遺
構
に
お
い
て
は
、
須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
方
が
多
く
、
そ
の
比
率
は
概
ね
８
：

２
で
あ
る
。
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
も
の
は
土
師
器
坏
Ｂ
２
で
あ
り
、
次
い

で
土
師
器
坏
Ａ
２
、
土
師
器
皿
Ａ
と
続
く
。
筆
者
が
実
見
し
た
限
り
で
は
、
い

わ
ゆ
る
調
理
具
で
あ
る
土
師
器
甕
や
甑
等
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
鞠
智
城
遺
構
出
土
遺
物
に
は
、
一
括
性
の
高
い
良
好
な
資
料
は
存
在

し
な
い
。
三
六
号
建
物
に
関
し
て
も
、
礎
石
建
物
で
あ
り
、
礎
石
の
周
囲
（
整

地
層
等
）
か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
、
遺
構
の
想
定
時
期
に
存
在
し
て
も
お
か
し

く
な
い
型
式
の
遺
物
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
今
回
、
カ
ウ
ン
ト
し
た
遺
物
か

ら
は
、
当
該
遺
構
の
時
期
は
「
二
本
木
Ⅵ
～
Ⅶ
」
の
範
疇
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
遺
構
か
ら
も
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
の
あ
る
土
師
器
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。

第８表　上鶴頭遺跡カウント表

第９表　鞠智城跡三六号建物カウント表
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第８図　鞠智城・上鶴頭遺跡遺構配置図（縮尺任意、上が鞠智城、下が上鶴頭遺跡）
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（
九
）
鞠
智
城
跡
五
六
号
建
物

　

カ
ウ
ン
ト
の
結
果
、型
式
の
識
別
可
能
な
破
片
総
数
は
七
五
点
で
あ
っ
た（
表

10
）。
こ
の
遺
構
に
お
い
て
は
、
須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
方
が
多
く
、
そ
の
比

率
は
概
ね
８
：
２
で
あ
る
。
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
も
の
は
土
師
器
坏
Ｂ
２

で
あ
り
、
次
い
で
土
師
器
皿
Ａ
、
土
師
器
坏
Ａ
２
、
土
師
器
坏
Ｂ
２
、
須
恵
器

甕
と
続
く
。
筆
者
が
実
見
し
た
限
り
で
は
、
こ
の
遺
構
も
三
六
号
建
物
と
同
じ

く
礎
石
建
物
で
あ
り
、
礎
石
の
周
囲
（
整
地
層
等
）
か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
、

遺
構
の
想
定
時
期
に
存
在
し
て
も
お
か
し
く
な
い
型
式
の
遺
物
を
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
。
今
回
、
カ
ウ
ン
ト
し
た
遺
物
か
ら
は
、
時
期
は
「
二
本
木
Ⅵ
～
Ⅶ
」

の
範
疇
と
思
わ
れ
、
土
師
器
坏
Ｂ
２
の
比
率
が
三
六
号
建
物
よ
り
や
や
高
い
こ

と
か
ら
、
三
六
号
建
物
よ
り
や
や
新
し
く
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ

る
。

　

ま
た
、
こ
の
遺
構
か
ら
も
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
の
あ
る
土
師
器
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
各
遺
構
、
遺
跡
の
出
土
遺
物
を
型
式
別
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

各
遺
構
、
遺
跡
の
出
土
数
に
お
け
る
型
式
の
割
合
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
６
と

表
11
で
あ
る
。
表
11
は
、
筆
者
が
提
唱
し
た
年
代
観
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
左

か
ら
古
い
と
思
わ
れ
る
順
に
並
べ
て
い
る
。
ま
た
、
比
較
し
た
遺
構
、
遺
跡
の

土
師
器
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
率
を
ま
と
め
た
表
が
表
12
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

図
、
表
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、

①　

ほ
と
ん
ど
で
須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
割
合
が
高
い
こ
と

②　

そ
の
中
に
お
い
て
二
本
木
遺
跡
群
は
、
比
較
的
出
土
す
る
須
恵
器
量
が
多

く
、
ま
た
多
く
の
形
式
（
種
類
）
が
存
在
す
る
こ
と

③　

土
器
組
成
は
全
て
で
土
師
器
供
膳
具
中
心
で
あ
る
こ
と

④　

そ
の
中
で
も
、
二
本
木
遺
跡
群
、
上
鶴
頭
遺
跡
で
は
土
師
器
坏
Ａ
２
が
、

鞠
智
城
跡
、
赤
星
石
道
遺
跡
で
は
土
師
器
坏
Ｂ
が
最
も
多
く
出
土
す
る

⑤　

鞠
智
城
と
上
鶴
頭
遺
跡
で
は
調
理
具
で
あ
る
土
師
器
甕
や
甑
等
の
出
土
は

極
め
て
少
な
い
こ
と

⑥　

回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
は
二
本
木
遺
跡
群
以
外
で
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
こ
と

⑦　

回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
は
時
期
が
下
る
に
つ
れ
て
、
調
整
を
施
す

型
式
の
幅
が
広
が
る
も
の
の
、
坏
Ａ
２
へ
施
す
も
の
は
減
っ
て
い
く
と
思

わ
れ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
大
き
く
わ
け
る
と
、土
器
組
成
に
関
す
る
こ
と（
①

～
⑤
）
と
、
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
に
関
す
る
こ
と
（
⑥
・
⑦
）
に
分

け
ら
れ
る
。
次
章
で
は
こ
の
二
つ
を
、
立
地
・
時
期
・
遺
構
・
そ
の
他
周
囲
の

遺
跡
と
の
比
較
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
大
宰
府
と
の

関
係
性
な
ど
を
念
頭
に
置
き
、
考
察
を
加
え
る
。

第 10 表　鞠智城跡五六号建物カウント表
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100% 枡
⾼坏
鉢
壺
甕
⽫B
⽫A
坏蓋
坏B
坏A
甑
坏蓋
⾼坏
鍋
鉢
壺
甕
⽫B
⽫A
坏B２
坏B
坏A3
坏A２
坏A１

種類 型式 ⼆本⽊97次
A10008

⼆本⽊13
A９号溝

⼆本⽊
40FSE04

⾚星⽯道
SK02

⼆本⽊
40FSD62

⾚星⽯道
SK01

鞠智城36号 鞠智城56号 上鶴頭

坏A１ 1.4% 1.4% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6%

坏A２ 33.8% 20.6% 21.4% 24.2% 9.7% 19.8% 22.8% 9.3% 54.4%

坏A3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

坏B 1.0% 7.1% 4.8% 34.7% 2.1% 30.2% 36.8% 46.7% 5.7%

坏B２ 0.7% 0.0% 0.7% 0.8% 3.1% 4.7% 5.3% 9.3% 6.3%

⽫A 5.2% 19.1% 17.2% 16.1% 15.9% 17.4% 12.3% 13.3% 12.7%

⽫B 0.0% 0.7% 0.0% 5.6% 0.0% 4.7% 1.8% 1.3% 6.3%

甕 22.6% 11.3% 10.3% 2.4% 7.7% 7.0% 0.0% 2.7% 0.0%

壺 0.7% 0.0% 2.1% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

鉢 0.3% 0.0% 2.1% 0.8% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

鍋 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

⾼坏 1.4% 5.0% 0.7% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

坏蓋 1.4% 3.5% 4.8% 0.0% 7.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

甑 0.3% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

坏A 1.0% 2.1% 1.4% 1.6% 0.5% 2.3% 0.0% 1.3% 1.9%

坏B 9.4% 6.4% 6.9% 2.4% 10.8% 3.5% 1.8% 1.3% 2.5%

坏蓋 4.2% 17.0% 4.8% 0.8% 14.4% 1.2% 10.5% 2.7% 0.0%

⽫A 1.7% 0.0% 0.7% 1.6% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

⽫B 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

甕 7.0% 5.0% 13.8% 5.6% 13.3% 2.3% 5.3% 9.3% 5.1%

壺 3.8% 0.7% 4.1% 2.4% 7.7% 5.8% 0.0% 0.0% 4.4%

鉢 0.3% 0.0% 2.1% 0.8% 2.1% 1.2% 3.5% 2.7% 0.0%

⾼坏 2.4% 0.0% 0.7% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

枡 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

⼟師器

須恵器 

第 11 表 遺物出土割合 
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考
察

　
（
一
）
土
器
組
成
に
関
す
る
こ
と

　

前
章
で
ま
と
め
た
分
析
結
果
と
傾
向

を
基
に
、考
察
を
行
っ
て
い
く
。
ま
ず
、

①
～
⑤
は
土
器
組
成
に
関
連
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
比
率
が
高
い

と
い
う
結
果
は
、
平
安
時
代
に
な
る
と

土
師
器
メ
イ
ン
の
土
器
組
成
に
な
る
と

い
う
従
来
の
研
究
結
果
（
註
三
）
を
追
随

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
③
の
土

師
器
供
膳
具
中
心
と
い
う
結
果
も
、
根

本
は
同
じ
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
②
の
二
本
木
遺
跡
群
は
比
較

的
出
土
須
恵
器
の
量
や
形
式
が
多
い
と

い
う
結
果
に
は
、
遺
跡
の
立
地
が
関
係

し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
今
回
比
較

し
た
遺
跡
・
遺
構
は
筆
者
の
年
代
観
で

「
二
本
木
Ⅴ
～
Ⅶ
」
の
範
疇
で
あ
り
、

特
に
「
二
本
木
Ⅵ
」
の
特
徴
は
荒
尾
産

須
恵
器
供
膳
具
の
消
失
で
あ
る
。
今
回

の
結
果
、肉
眼
で
観
察
す
る
限
り
で
は
、

そ
の
傾
向
は
二
本
木
遺
跡
群
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
他
の
遺
跡
で
も
同
じ
傾
向
に

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
二
本
木
Ⅵ
」

以
降
、
須
恵
器
供
膳
具
を
供
給
し
て
い
る
の
は
主
に
宇
城
地
域
が
あ
り
、
宇
城

地
域
は
熊
本
県
に
中
央
部
、
現
在
の
熊
本
市
域
よ
り
南
に
位
置
し
て
い
る
。
窯

か
ら
二
本
木
遺
跡
群
ま
で
は
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
今
回

比
較
し
た
中
で
一
番
距
離
の
あ
る
鞠
智
城
跡
ま
で
は
約
五
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。
鞠
智
城
跡
か
ら
全
く
宇
城
産
須
恵
器
が
出
土
し
な
い
か
と
言
わ
れ
れ
ば

そ
う
で
は
な
い
が
、
こ
の
物
理
的
距
離
が
供
給
の
支
障
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
九
世
紀
頃
に
供
膳
具
の
供
給
を
辞
め
た
と
さ
れ

る
荒
尾
地
域
で
は
、
須
恵
器
生
産
自
体
は
続
い
て
お
り
、
甕
や
壺
と
い
っ
た
貯

蔵
具
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
荒
尾
産
須
恵
器
貯
蔵
具
は
、
今
回
分
析
し

た
遺
跡
・
遺
構
で
は
だ
い
た
い
確
認
で
き
た
。
つ
ま
り
、
二
本
木
遺
跡
群
は
、

宇
城
産
須
恵
器
供
膳
具
と
荒
尾
産
須
恵
器
貯
蔵
具
が
多
く
供
給
さ
れ
る
遺
跡
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
須
恵
器
の
量
・
形
式
の
豊
富
さ
に
現
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

④
の
土
器
組
成
に
お
け
る
主
た
る
型
式
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
割

合
的
に
は
、
土
師
器
坏
Ａ
２
が
最
も
多
く
出
土
す
る
二
本
木
遺
跡
群
・
上
鶴
頭

遺
跡
と
、
土
師
器
坏
Ｂ
が
最
も
多
く
出
土
す
る
鞠
智
城
跡
・
赤
星
石
道
遺
跡
に

分
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
出
土
土
器
の
割
合
を
概
観
し
て
み
る
と
、
二
本
木
遺

跡
群
は
土
師
器
坏
Ｂ
、
い
わ
ゆ
る
土
師
器
高
台
付
坏
は
少
な
い
も
の
の
、
須
恵

器
坏
Ｂ
（
須
恵
器
高
台
付
坏
）
が
一
定
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
二
本
木
遺

跡
群
に
は
前
述
の
須
恵
器
供
給
の
優
位
性
が
あ
り
、
坏
形
態
は
土
師
器
、
高
台

付
坏
形
態
は
須
恵
器
と
選
択
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
上
鶴
頭

遺
跡
は
高
台
付
坏
の
出
土
は
土
師
器
・
須
恵
器
と
も
に
少
な
く
、
土
師
器
坏
Ａ

２
中
心
、
し
か
も
そ
れ
で
半
数
を
占
め
る
と
い
う
偏
っ
た
傾
向
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
鞠
智
城
跡
・
赤
星
石
道
遺
跡
は
、
土
師
器
坏
Ｂ
（
高
台
付
坏
）
が
最

も
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
土
師
器
坏
Ａ
２
の
出
土
も
多
く
、
そ
の
二
つ
で
半
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考考
察察  

  

（（
一一
））
土土
器器
組組
成成
にに
関関
すす
るる
ここ
とと  

 

前
章
で
ま
と
め
た
分
析
結
果
と
傾

向
を
基
に
、
考
察
を
行
っ
て
い
く
。
ま

ず
、
①
～
⑤
は
土
器
組
成
に
関
連
す
る

も
の
で
あ
る
。 

須
恵
器
よ
り
土
師
器
の
比
率
が
高

い
と
い
う
結
果
は
、
平
安
時
代
に
な
る

と
土
師
器
メ
イ
ン
の
土
器
組
成
に
な

る
と
い
う
従
来
の
研
究
結
果
（
註
三
）

を

追
随
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
③

の
土
師
器
供
膳
具
中
心
と
い
う
結
果

も
、
根
本
は
同
じ
で
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。 

次
に
、
②
の
二
本
木
遺
跡
群
は
比
較

的
出
土
須
恵
器
の
量
や
形
式
が
多
い

と
い
う
結
果
に
は
、
遺
跡
の
立
地
が
関

係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
今
回
比

較
し
た
遺
跡
・
遺
構
は
筆
者
の
年
代
観

で
「
二
本
木
Ⅴ
～
Ⅶ
」
の
範
疇
で
あ
り
、

特
に
「
二
本
木
Ⅵ
」
の
特
徴
は
荒
尾
産

須
恵
器
供
膳
具
の
消
失
で
あ
る
。
今
回

の
結
果
、
肉
眼
で
観
察
す
る
限
り
で
は
、

そ
の
傾
向
は
二
本
木
遺
跡
群
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
他
の
遺
跡
で
も
同
じ
傾
向

に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
二
本
木
Ⅵ
」
以
降
、
須
恵
器
供
膳
具
を
供
給
し
て

い
る
の
は
主
に
宇
城
地
域
が
あ
り
、
宇
城
地
域
は
熊
本
県
に
中
央
部
、
現
在
の

熊
本
市
域
よ
り
南
に
位
置
し
て
い
る
。
窯
か
ら
二
本
木
遺
跡
群
ま
で
は
約
二
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
今
回
比
較
し
た
中
で
一
番
距
離
の
あ
る
鞠

智
城
跡
ま
で
は
約
五
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
鞠
智
城
跡
か
ら
全
く
宇
城
産

須
恵
器
が
出
土
し
な
い
か
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
う
で
は
な
い
が
、
こ
の
物
理
的
距

離
が
供
給
の
支
障
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
九
世

紀
頃
に
供
膳
具
の
供
給
を
辞
め
た
と
さ
れ
る
荒
尾
地
域
で
は
、
須
恵
器
生
産
自

体
は
続
い
て
お
り
、
甕
や
壺
と
い
っ
た
貯
蔵
具
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

荒
尾
産
須
恵
器
貯
蔵
具
は
、
今
回
分
析
し
た
遺
跡
・
遺
構
で
は
だ
い
た
い
確
認

で
き
た
。
つ
ま
り
、
二
本
木
遺
跡
群
は
、
宇
城
産
須
恵
器
供
膳
具
と
荒
尾
産
須

恵
器
貯
蔵
具
が
多
く
供
給
さ
れ
る
遺
跡
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
須
恵
器

の
量
・
形
式
の
豊
富
さ
に
現
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

④
の
土
器
組
成
に
お
け
る
主
た
る
型
式
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
割

合
的
に
は
、
土
師
器
坏
Ａ
２
が
最
も
多
く
出
土
す
る
二
本
木
遺
跡
群
・
上
鶴
頭

遺
跡
と
、
土
師
器
坏
Ｂ
が
最
も
多
く
出
土
す
る
鞠
智
城
跡
・
赤
星
石
道
遺
跡
に

分
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
出
土
土
器
の
割
合
を
概
観
し
て
み
る
と
、
二
本
木
遺

跡
群
は
土
師
器
坏
Ｂ
、
い
わ
ゆ
る
土
師
器
高
台
付
坏
は
少
な
い
も
の
の
、
須
恵

器
坏
Ｂ
（
須
恵
器
高
台
付
坏
）
が
一
定
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
二
本
木
遺

跡
群
に
は
前
述
の
須
恵
器
供
給
の
優
位
性
が
あ
り
、
坏
形
態
は
土
師
器
、
高
台

付
坏
形
態
は
須
恵
器
と
選
択
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
上
鶴
頭

遺
跡
は
高
台
付
坏
の
出
土
は
土
師
器
・
須
恵
器
と
も
に
少
な
く
、
土
師
器
坏
Ａ

２
中
心
、
し
か
も
そ
れ
で
半
数
を
占
め
る
と
い
う
偏
っ
た
傾
向
と
い
え
よ
う
。 

ま
た
、
鞠
智
城
跡
・
赤
星
石
道
遺
跡
は
、
土
師
器
坏
Ｂ
（
高
台
付
坏
）
が
最

も
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
土
師
器
坏
Ａ
２
の
出
土
も
多
く
、
そ
の
二
つ
で
半 

⼆本⽊97次
A10008

⼆本⽊13
A９号溝

⼆本⽊40FSE04 ⼆本⽊40FSD62 上鶴頭 鞠智城合算 ⾚星⽯道SK01 ⾚星⽯道SK02

坏A２ 70.1% 79.3% 29.0% 47.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

坏A3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

坏B 100.0% 20.0% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

坏B２ 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

⽫A 33.3% 48.1% 28.0% 19.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

⽫B 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

⾼坏 0.0% 28.6% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

坏蓋 0.0% 20.0% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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第 10 図　遺物実測図（縮尺任意、対象遺跡より抜粋）
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数
程
度
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鞠
智
城
跡
・
赤
星
石
道
遺
跡
は
坏
形
態
、

高
台
付
坏
形
態
と
も
に
土
師
器
が
主
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
須
恵
器
と
土
師
器

の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
二
本
木
遺
跡
群
と
同
様
に
「
坏
＋
高
台
付
坏
」
が
出

土
土
器
の
約
半
数
を
占
め
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
土
師
器
と
須
恵
器
の
違

い
は
、
前
述
し
た
供
給
地
と
の
物
理
的
距
離
が
問
題
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
最
も
割
合
の
高
い
形
式
（
型
式
）
の
み
抽
出
し
た
場
合
、
二
本
木

遺
跡
群
と
上
鶴
頭
遺
跡
、
鞠
智
城
と
赤
星
石
道
遺
跡
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
み

え
る
が
、実
際
の
土
器
組
成
の
傾
向
は
、「
坏
＋
高
台
付
坏
」
の
二
本
木
遺
跡
群
・

鞠
智
城
跡
・
赤
星
石
道
遺
跡
と
「
坏
」
の
上
鶴
頭
遺
跡
に
分
け
ら
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て
も
考
察
が
必
要
で
あ

ろ
う
が
、
現
段
階
で
は
考
察
に
足
る
根
拠
が
乏
し
い
。
し
か
し
、
上
鶴
頭
遺
跡

と
二
本
木
遺
跡
群
第
四
〇
次
Ｆ
区
Ｓ
Ｄ
六
二
や
鞠
智
城
跡
五
六
号
建
物
は
ほ
ぼ

同
時
期
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
組
成
の
差
は
時
期
差
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
に

⑤
に
つ
い
て
考
え
る
。
分
析
の
結
果
、
調
理
具
と
さ
れ
る
土
師
器
甕
や
甑
が
、

鞠
智
城
跡
や
上
鶴
頭
遺
跡
で
は
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
上
鶴
頭
遺

跡
は
出
土
し
た
全
て
の
遺
物
か
ら
確
認
し
た
た
め
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
鞠
智

城
跡
は
三
六
号
建
物
・
五
六
号
建
物
と
い
う
近
接
す
る
遺
構
か
ら
の
遺
物
し
か

確
認
し
て
い
な
い
た
め
、
今
回
の
結
果
で
鞠
智
城
跡
に
土
師
器
甕
や
甑
が
極
端

に
少
な
い
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。
現
に
、
鞠
智
城
跡
出
土
土
器
に
つ
い
て
ま

と
め
た
木
村
龍
生
の
調
査
結
果
で
は
、
鞠
智
城
跡
出
土
土
師
器
二
六
二
点
の

一
五
．
六
五
％
（
四
一
点
？
）
が
甕
、
九
．
一
六
％
（
二
三
点
？
）
が
甑
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
研
究
で
は
時
期
毎
の
量
的
分
析
も
行
っ
て
お
り
、
鞠

智
城
跡
の
七
～
八
世
紀
は
ほ
ぼ
須
恵
器
主
体
で
、
九
世
紀
に
な
る
と
土
師
器
の

み
と
な
っ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
異
論
は
な
い
が
、
先
ほ
ど
述
べ

た
二
六
二
点
と
い
う
点
数
と
グ
ラ
フ
で
示
さ
れ
る
点
数
が
異
な
っ
て
お
り
、
お

そ
ら
く
、
時
期
特
定
の
し
や
す
い
供
膳
具
に
お
い
て
主
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
年
代
の
特
定
の
難
し
い
土
師
器
甕
や
甑
は
カ
ウ
ン
ト

に
入
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
、
木
村
の
研
究
結
果
に
、
鞠
智
城
跡
か
ら
出

土
の
土
師
器
甕
や
甑
が
土
師
器
全
体
の
約
二
五
％
を
占
め
る
か
ら
と
い
っ
て
、

今
回
の
三
六
号
建
物
・
五
六
号
建
物
か
ら
は
土
師
器
甕
や
甑
が
ほ
と
ん
ど
出
土

し
な
い
と
い
う
結
果
が
成
り
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
土
師
器
甕

や
甑
と
い
っ
た
調
理
具
は
、
遺
構
・
遺
物
と
も
に
多
く
、
人
流
の
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
時
期
の
「
鞠
智
城
Ⅱ
期
」
の
も
の
が
多
い
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ第 11 図　鞠智城出土土器の傾向（木村 二〇一五より転載）
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ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
今
回
の
分
析
は
ご
く
狭
い
範
囲
の
遺
構

出
土
遺
物
の
み
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
デ
ー
タ
と
し
て
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
次
第
で
は
、
異
な
る
結
果
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

　

仮
に
調
理
具
が
遺
跡
か
ら
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
要
因

が
考
え
う
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
の
要
因
は
そ
の
場
に
人
が
滞
在
し
な
い
、

つ
ま
り
居
住
空
間
で
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。「
鞠
智
城
Ⅳ
期
」
の
鞠
智

城
跡
は
礎
石
建
物
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
備
蓄
庫
の
よ
う
な
機
能
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
先
行
研
究
か
ら
判
明
し
て
い
る
。『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
に
は
「
不

動
倉
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
は
満
載
に
な
っ
た
倉
を
意
味
し

て
い
る
。
不
動
倉
と
な
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』

に
み
え
る
天
安
二
年
（
八
五
八
年
）
に
は
不
動
倉
が
最
低
で
も
十
一
棟
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
動
倉
は
毎
年
備
蓄
を
し
て
一
杯
に
な
っ
た
ら
閉
じ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
鞠
智
城
跡
の
「
鞠
智
城
Ⅳ
期
」
の
建
物
が
全
て
不
動

倉
と
は
限
ら
な
い
。
今
回
分
析
し
た
三
六
号
建
物
は
筆
者
の
年
代
観
で
「
二
本

木
Ⅶ
（
九
世
紀
中
葉
）」、
五
六
号
建
物
は
「
二
本
木
Ⅵ
（
九
世
紀
前
葉
）」
と

考
え
て
お
り
、
鞠
智
城
に
あ
る
建
物
に
備
蓄
し
て
い
た
時
期
と
一
致
す
る
。
で

は
、
備
蓄
を
行
う
た
め
に
居
住
空
間
が
必
要
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
必
要
で

は
な
い
。
熊
本
で
は
九
世
紀
前
半
頃
ま
で
竪
穴
住
居
は
存
続
す
る
（
註
四
）
と
さ

れ
て
い
る
が
、
鞠
智
城
跡
で
当
該
期
の
竪
穴
住
居
跡
は
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、

ま
た
明
確
に
居
住
空
間
と
思
わ
れ
る
掘
立
柱
建
物
も
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
備

蓄
す
る
生
産
物
（
主
に
稲
穀
と
仮
定
）
は
、
肥
沃
な
菊
鹿
盆
地
で
生
産
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
鞠
智
城
跡
に
は
人
の
居
住
は
ほ

ぼ
な
く
、
そ
の
た
め
調
理
具
の
出
土
が
極
端
に
少
な
い
と
仮
定
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
同
じ
理
屈
で
考
え
た
場
合
、
上
鶴
頭
遺
跡
も

人
が
居
住
し
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
上
鶴
頭
遺
跡
に
は
１
軒
竪
穴

建
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
竪
穴
建
物
は
竈
を
有
し
て
お
り
、
建

物
廃
絶
に
伴
う
竈
祭
祀
か
の
よ
う
に
、
竈
に
は
完
形
の
土
師
器
坏
が
置
か
れ
て

い
た
。
掘
立
柱
建
物
に
囲
ま
れ
る
形
で
存
在
し
て
い
る
こ
の
遺
構
は
住
居
と
い

う
よ
り
炊
事
場
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
出
土
遺
物
か
ら
、
周
囲
の

掘
立
柱
建
物
と
同
時
期
と
考
え
ら
れ
、
上
鶴
頭
遺
跡
は
竪
穴
建
物
利
用
者
、
掘

立
柱
建
物
利
用
者
と
も
に
同
時
期
に
い
な
く
な
り
、
廃
絶
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
竈
祭
祀
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
一
気
に
遺
跡
が
廃
絶
し
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
ど
こ
か
に
移
動
し
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
た
め
、
供
膳
具

よ
り
耐
久
性
の
高
い
土
師
器
甕
や
甑
と
い
っ
た
調
理
具
は
持
ち
出
さ
れ
た
可
能

性
を
指
摘
し
た
い
。
つ
ま
り
、
鞠
智
城
跡
と
上
鶴
頭
遺
跡
に
お
い
て
、
調
理
具

が
極
端
に
少
な
い
と
い
っ
て
も
、
そ
の
要
因
は
異
な
る
部
分
に
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。

　
（
二
）
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器

　

前
章
で
ま
と
め
や
⑥
・
⑦
は
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
に
関
す
る
こ
と

で
あ
る
。
⑥
は
、
二
本
木
遺
跡
群
以
外
で
は
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
は

出
土
し
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
は
、
時
期
が
下
る
と
調
整
を
施

す
割
合
は
減
っ
て
い
く
も
の
の
、
皿
や
高
坏
と
い
っ
た
別
形
式
（
型
式
）
に
も

施
す
よ
う
に
な
る
と
い
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

⑥
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
上
鶴
頭
遺
跡
に
関
し
て
は
出
土
遺
物
全
て
を
実
見

し
て
い
る
が
、
鞠
智
城
跡
・
赤
星
石
道
遺
跡
は
そ
う
で
は
な
く
、
一
部
の
遺
構

の
遺
物
し
か
実
見
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
結
果
＝
遺
跡
全
体
の
評

価
と
は
言
い
難
い
。
実
際
に
、
鞠
智
城
跡
で
は
Ⅲ
区
と
さ
れ
る
場
所
で
回
転
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
報
告
書
で
は
盤
と
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
体
部
下
半
に
は
回
転
ナ
デ
に
よ
る
調
整
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
坏
Ａ

２
の
特
徴
も
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
赤
星
石
道
遺
跡
の
近
隣
に
あ
り
、
同
一
遺
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跡
（
集
落
）
と
も
い
わ
れ
る
赤
星
福
土
・
水
溜
遺
跡
か
ら
も
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

調
整
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
遺
跡
で
は
、
菊
池
市
万
太
郎
遺

跡
や
熊
本
市
硯
川
遺
跡
群
・
山
頭
遺
跡
等
で
も
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器

は
出
土
し
て
お
り
、
熊
本
市
域
か
ら
県
北
部
に
か
け
て
は
わ
り
と
出
土
す
る
傾

向
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
周
囲
の
遺
跡
の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
回
転
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
は
上
鶴
頭
遺
跡
以
外
で
は
出
土
す
る
と
考
え
て
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
割
合
は
二
本
木
遺
跡
群
と
比
べ
て
か
な
り
低
く
、

そ
こ
に
は
差
を
見
出
せ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器

は
熊
本
県
内
、
特
に
熊
本
市
域
か
ら
県
北
部
域
に
か
け
て
そ
れ
な
り
に
出
土
す

る
土
器
群
で
あ
り
、
熊
本
に
特
徴
の
土
器
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
、
回

転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
土
師
器
坏
（
大
宰
府
分
類
：
坏
ｄ
）
の
性
格
を
ま
と
め
た
中
島

恒
次
郎
は
、
非
常
に
官
的
な
色
彩
が
強
く
、
平
城
分
類
椀
Ａ
類
の
模
倣
、
つ
ま

り
佐
波
理
椀
の
模
倣
と
説
明
し
て
い
る
（
中
島 

一
九
九
二
）。
ま
た
、
豊
前
・

豊
後
の
集
落
と
遺
物
様
相
に
つ
い
て
言
及
し
た
長
直
信
は
、
官
衙
関
連
特
特
有

遺
跡
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
大
宰
府
分
類
坏
ｄ
の
出
土
を
挙
げ
て
い
る
（
長 

二
〇
一
六
）。
筆
者
の
知
っ
て
い
る
限
り
、
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
の

出
土
は
筑
前
・
筑
後
・
豊
前
・
豊
後
・
肥
前
・
肥
後
と
か
な
り
広
域
で
あ
り
、

数
点
で
は
あ
る
が
長
岡
京
域
で
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
特
に

北
部
九
州
で
は
共
通
の
意
識
を
持
っ
た
う
え
で
、
生
産
・
使
用
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
、
太
宰
府
が
管
轄
す
る
西
海
道
を
特
徴
づ
け
る
土
器
群
と
い
え
よ

う
。
こ
の
土
器
群
が
な
ぜ
熊
本
で
多
く
出
土
す
る
の
か
、
ま
た
、
大
宰
府
周
辺

で
は
八
世
紀
後
葉
に
坏
ｄ
の
出
土
時
期
が
お
お
よ
そ
限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
熊

本
で
は
九
世
紀
中
葉
ま
で
と
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
は
存
続
す
る
の
か
等
不
明

な
点
も
あ
る
が
、
大
宰
府
坏
ｄ
の
性
格
や
そ
の
分
布
域
か
ら
、
官
的
色
彩
の
強

い
土
器
群
と
み
な
す
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
出
土
量

が
多
い
ほ
ど
、
官
的
、
言
い
換
え
る
な
ら

ば
、
大
宰
府
的
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
（
三
）
土
器
様
相
と
遺
跡
様
相　

　

今
ま
で
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の
最

終
目
的
で
あ
る
土
器
様
相
か
ら
遺
跡
の
様

相
の
検
討
、
及
び
鞠
智
城
の
管
理
が
大
宰

府
か
肥
後
国
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
今
回
分
析
し
た
情
報
か
ら
、
各

遺
跡
の
想
定
さ
れ
る
土
器
様
相
を
ま
と
め

た
も
の
が
第
13
表
で
あ
る
。
供
膳
具
に
お

け
る
セ
ッ
ト
関
係
の
違
い
は
須
恵
器
供
給

の
優
位
性
の
差
と
考
え
、調
理
具
の
量
は
、

実
際
に
居
住
域
で
あ
っ
た
ど
う
か
を
示
す

も
の
と
し
、
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師

器
の
量
は
、
官
的
色
彩
の
強
弱
を
現
す
も

の
と
考
え
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
特
殊

遺
物
が
出
土
し
て
い
る
場
合
は
記
載
し
て

い
る
が
、
二
本
木
遺
跡
群
で
は
輸
入
陶
磁

器
や
非
回
転
台
成
形
土
師
器
、
緑
釉
陶
器

等
が
出
土
す
る
。
赤
星
石
道
遺
跡
で
も
非

回
転
台
成
形
土
師
器
や
緑
釉
陶
器
、
耳
皿

が
出
土
す
る
。
以
上
の
特
徴
か
ら
、
二
本

木
遺
跡
群
は
特
に
官
的
様
相
の
強
い
こ
と

が
わ
か
る
。
土
器
か
ら
遺
跡
の
性
格
を
検

討
し
た
中
島
恒
次
郎
は
、
喜
界
島
な
ど
南

第 13 表　各遺跡土器様相まとめ

調
整
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
遺
跡
で
は
、
菊
池
市
万
太
郎
遺

跡
や
熊
本
市
硯
川
遺
跡
群
・
山
頭
遺
跡
等
で
も
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器

は
出
土
し
て
お
り
、
熊
本
市
域
か
ら
県
北
部
に
か
け
て
は
わ
り
と
出
土
す
る
傾

向
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
周
囲
の
遺
跡
の
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
回
転
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
は
上
鶴
頭
遺
跡
以
外
で
は
出
土
す
る
と
考
え
て
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
割
合
は
二
本
木
遺
跡
群
と
比
べ
て
か
な
り
低
く
、

そ
こ
に
は
差
を
見
出
せ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器

は
熊
本
県
内
、
特
に
熊
本
市
域
か
ら
県
北
部
域
に
か
け
て
そ
れ
な
り
に
出
土
す

る
土
器
群
で
あ
り
、
熊
本
に
特
徴
の
土
器
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
、
回

転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
土
師
器
坏
（
大
宰
府
分
類
：
坏
ｄ
）
の
性
格
を
ま
と
め
た
中
島

恒
次
郎
は
、
非
常
に
官
的
な
色
彩
が
強
く
、
平
城
分
類
椀
Ａ
類
の
模
倣
、
つ
ま

り
佐
波
理
椀
の
模
倣
と
説
明
し
て
い
る
（
中
島 

一
九
九
二
）
。
ま
た
、
豊
前
・

豊
後
の
集
落
と
遺
物
様
相
に
つ
い
て
言
及
し
た
長
直
信
は
、
官
衙
関
連
特
特
有

遺
跡
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
大
宰
府
分
類
坏
ｄ
の
出
土
を
挙
げ
て
い
る
（
長 

二

〇
一
六
）
。
筆
者
の
知
っ
て
い
る
限
り
、
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
の
出
土

は
筑
前
・
筑
後
・
豊
前
・
豊
後
・
肥
前
・
肥
後
と
か
な
り
広
域
で
あ
り
、
数
点

で
は
あ
る
が
長
岡
京
域
で
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
特
に
北
部

九
州
で
は
共
通
の
意
識
を
持
っ
た
う
え
で
、
生
産
・
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
、
太
宰
府
が
管
轄
す
る
西
海
道
を
特
徴
づ
け
る
土
器
群
と
い
え
よ
う
。

こ
の
土
器
群
が
な
ぜ
熊
本
で
多
く
出
土
す
る
の
か
、
ま
た
、
大
宰
府
周
辺
で
は

八
世
紀
後
葉
に
坏
ｄ
の
出
土
時
期
が
お
お
よ
そ
限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
熊
本
で

は
九
世
紀
中
葉
ま
で
と
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
は
存
続
す
る
の
か
等
不
明
な
点

も
あ
る
が
、
大
宰
府
坏
ｄ
の
性
格
や
そ
の
分
布
域
か
ら
、
官
的
色
彩
の
強
い
土

器
群
と
み
な
す
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
出
土
量
が
多

い
ほ
ど
、
官
的
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
大
宰
府
的
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

（（
三三
））
土土
器器
様様
相相
とと
遺遺
跡跡
様様
相相  

  

 

今
ま
で
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の
最

終
目
的
で
あ
る
土
器
様
相
か
ら
遺
跡
の
様

相
の
検
討
、
及
び
鞠
智
城
の
管
理
が
大
宰

府
か
肥
後
国
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

ま
ず
、
今
回
分
析
し
た
情
報
か
ら
、
各

遺
跡
の
想
定
さ
れ
る
土
器
様
相
を
ま
と
め

た
も
の
が
第
１
３
表
で
あ
る
。
供
膳
具
に

お
け
る
セ
ッ
ト
関
係
の
違
い
は
須
恵
器
供

給
の
優
位
性
の
差
と
考
え
、
調
理
具
の
量

は
、
実
際
に
居
住
域
で
あ
っ
た
ど
う
か
を

示
す
も
の
と
し
、
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整

土
師
器
の
量
は
、
官
的
色
彩
の
強
弱
を
現

す
も
の
と
考
え
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も

特
殊
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
場
合
は
記
載

し
て
い
る
が
、
二
本
木
遺
跡
群
で
は
輸
入

陶
磁
器
や
非
回
転
台
成
形
土
師
器
、
緑
釉

陶
器
等
が
出
土
す
る
。
赤
星
石
道
遺
跡
で

も
非
回
転
台
成
形
土
師
器
や
緑
釉
陶
器
、

耳
皿
が
出
土
す
る
。
以
上
の
特
徴
か
ら
、

二
本
木
遺
跡
群
は
特
に
官
的
様
相
の
強
い

こ
と
が
わ
か
る
。
土
器
か
ら
遺
跡
の
性
格

を
検
討
し
た
中
島
恒
次
郎
は
、
喜
界
島
な

ど
南
島
と
大
宰
府
、
大
宰
府
と
西
海
道
諸

調理具
鞠智城跡 少

⼆本⽊遺跡群 多

⾚星⽯道遺跡 普通？

上鶴頭遺跡 無？

その他特殊遺物
無

⾮回転台成形⼟師器・緑
釉陶器・輸⼊陶磁器・猿

投産須恵器など

⾮回転台成形⼟師器・緑
釉陶器・⽿⽫

無

供膳具
「⼟師器坏＋⼟師器⾼台付坏」

「⼟師器坏＋須恵器⾼台付坏」

「⼟師器坏＋⼟師器⾼台付坏」

「⼟師器坏」

回転ヘラミガキ調整⼟師器
少

多

少

無

 第 13 表 各遺跡土器様相まとめ 
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島
と
大
宰
府
、
大
宰
府
と
西
海
道
諸
国
を
説
明
す
る
図
を
提
示
し
て
い
る
（
図

一
二
）。
こ
の
図
で
は
、
大
宰
府
と
い
う
小
国
家
の
中
に
西
海
道
各
国
が
入
り
、

そ
こ
か
ら
各
群
ら
へ
と
繋
が
る
な
か
で
、
大
宰
府
か
ら
遠
い
ほ
ど
大
宰
府
的
要

素
（
国
家
的
／
官
的
）
は
薄
れ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
（
中
島 

二
〇
一
五
）。

こ
の
図
に
今
回
の
分
析
結
果
を
落
と
し
こ
む
と
図
一
三
の
よ
う
に
な
る
。
大
宰

府
か
ら
直
接
繋
が
る
国
府
に
二
本
木
遺
跡
群
を
当
て
、
二
本
木
遺
跡
群
か
ら
つ

な
が
る
位
置
に
そ
の
他
の
遺
跡
を
あ
て
た
。
遺
物
様
相
だ
け
で
み
れ
ば
、
赤
星

石
道
遺
跡
は
在
地
的
様
相
の
強
い
一
群
の
中
で
は
官
的
様
相
は
強
い
部
類
に
入

る
も
の
の
、赤
星
石
道
遺
跡
が
郡
家
で
あ
る
確
証
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

類
例
を
増
や
し
て

比
較
検
討
し
て
い

く
し
か
な
い
。

　

さ
て
、
で
は
本

題
の
鞠
智
城
跡
の

管
理
体
制
に
つ
い

て
言
及
で
き
る
か

を
検
討
し
て
い
く
。

結
論
か
ら
述
べ
れ

ば
、
今
回
の
結
果

の
み
で
は
鞠
智
城

の
管
理
体
制
に
ま

で
言
及
す
る
こ
と

は
難
し
い
だ
ろ
う
。

今
ま
で
の
文
献
史

の
研
究
で
は
、「
大

第 12 図　遺跡性格ごとの土器様相（中島 二〇一五より転載）

第 13 図　分析遺跡の位置（中島 二〇一五を一部加筆して作成）
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宰
府
‐
（
肥
後
国
‐
）
菊
池
郡
‐
鞠
智
城
」
と
の
意
見
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、

土
器
様
相
の
み
で
い
え
ば
、
鞠
智
城
跡
出
土
土
器
は
在
地
的
様
相
の
強
い
土
器

群
で
あ
り
、
大
宰
府
及
び
肥
後
国
と
の
直
接
的
関
連
性
は
見
い
だ
せ
な
い
。
赤

星
石
道
遺
跡
と
鞠
智
城
跡
は
供
膳
具
の
組
成
が
近
し
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
菊

池
郡
的
土
器
様
相
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
比
較
デ
ー
タ
が
少
な
い

た
め
現
段
階
で
の
断
言
は
控
え
た
い
。
し
か
し
、
仮
に
「
土
師
器
坏
＋
土
師
器

高
台
付
坏
」
と
い
う
供
膳
具
組
成
が
、
菊
池
郡
的
土
器
様
相
で
あ
る
場
合
、
赤

星
石
道
遺
跡
に
住
ん
で
い
た
人
々
が
鞠
智
城
ま
で
稲
穀
を
運
ん
で
い
た
と
の
仮

定
は
で
き
る
。
つ
ま
り
、
実
質
的
な
鞠
智
城
の
管
理
は
地
元
（
菊
池
郡
内
の
集

落
か
）
が
担
っ
て
い
た
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
、
鞠
智
城
の
管
理
に
国
家
（
大

宰
府
や
肥
後
国
）
が
直
接
人
・
モ
ノ
を
送
り
込
む
体
制
で
は
な
か
っ
た
と
い
え

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
文
献
史
の
先
行
研
究
に
あ
る
よ
う
に
、
重
層
的
な
管
理

体
制
を
示
す
結
果
と
も
い
え
、
文
献
史
の
研
究
結
果
と
考
古
学
の
研
究
結
果
と

が
一
致
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

今
回
は
土
器
組
成
や
回
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
調
整
土
師
器
と
い
っ
た
大
宰
府
と
の

関
連
が
見
い
だ
せ
る
土
器
群
ら
を
検
討
し
、
各
遺
跡
の
位
置
付
け
及
び
鞠
智
城

の
管
理
体
制
に
一
部
踏
み
込
ん
で
言
及
し
た
。
ま
と
ま
り
の
な
い
内
容
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
、
筆
者
の
実
力
不
足
で
あ
り
、
ご
指
摘
、
ご
批
判
は
多
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
熊
本
県
内
に
お
け
る
平
安
時
代
初
期
の
土
器
と
遺
跡

を
関
連
付
け
た
研
究
は
少
な
く
、
今
回
の
研
究
が
今
後
の
進
展
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
下
記
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
、

ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
文
末
で
は
あ
り
ま
す
が
、記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
（
敬
称
略
）

　

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
、
熊
本
県
文
化
財
資
料
室
、
熊
本
市
文
化

財
課
、
増
田
直
人
、
美
濃
口
雅
朗

註（
一
）
里
舘 

翔
大 

二
〇
一
九
「
平
安
時
代
の
鞠
智
城
周
辺
の
国
内
情
勢
」

　
　

 

『
鞠
智
城
と
古
代
社
会
』
第
七
号

（
二
）（
一
）
と
同
じ

（
三
） �

通
説
的
に
は
、平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
、国
産
陶
器
や
黒
色
土
器
な
ど
が
増
え
、

土
器
様
式
の
変
化
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
四
） 

網
田 

龍
生 

一
九
九
七
「
肥
後
に
お
け
る
竪
穴
住
居
の
終
焉
」

　
　

 

『
肥
後
考
古
』
第
十
号　

肥
後
考
古
学
会

参
考
文
献

　

阿
南　

亨　
　
　

二
〇
一
二
『
万
太
郎
遺
跡
・
森
北
院
ノ
馬
場
・
迫
畑
遺
跡
』

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
市
文
化
財
調
査
報
告
第
六
集　

菊
池
市
教
育
委
員
会

　

網
田　

龍
生　
　

一
九
九
七
「
肥
後
に
お
け
る
竪
穴
住
居
の
終
焉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
『
肥
後
考
古
』
第
十
号　

肥
後
考
古
学
会

　

井
鍋　

誉
之
編　

二
〇
二
〇
『
赤
星
石
道
遺
跡
・
赤
星
灰
塚
遺
跡
』

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
三
三
九
集

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会

　

浦
田　

信
智
編　

�

一
九
九
三
『
八
反
田
Ａ
・
Ｂ
遺
跡　

八
反
畑
遺
跡
』
西
合
志
町
文

化
財
調
査
報
告
第
三
集　

西
合
志
町
教
育
委
員
会

　

岡
田　

有
矢
編　

二
〇
二
一
『
二
本
木
遺
跡
群
二
八
』

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
市
の
文
化
財
第
九
八
集　

熊
本
市
教
育
委
員
会

　

金
田　

一
精
他　

二
〇
〇
七
『
二
本
木
遺
跡
群
Ⅱ
』　

熊
本
市
教
育
委
員
会

　

木
村　

龍
生
編　

�

二
〇
一
五
『
鞠
智
城
出
土
土
器
・
瓦
の
生
産
地
推
定
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
』　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
分
館

　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
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第
５
図　

：
筆
者
作
成

　

第
６
図　

：
岡
田
二
〇
二
一
・
金
田
二
〇
〇
四
・
原
田
二
〇
一
三
よ
り
転
載

　
　
　
　
　
　

一
部
加
筆

　

第
７
図　

：
井
鍋
二
〇
二
〇
よ
り
転
載
・
一
部
加
筆

　

第
８
図　

：
橋
本
一
九
八
三
・
西
住
二
〇
一
二
よ
り
転
載

　

第
９
図　

：
筆
者
作
成

　

第
１
０
図
：�

井
鍋
二
〇
二
〇
・
岡
田
二
〇
二
一
・
金
田
二
〇
〇
四
・
原
田

二
〇
一
三
・
橋
本
一
九
八
三
よ
り
転
載

　

第
１
１
図
：
木
村
二
〇
一
五
よ
り
転
載

　

第
１
２
図
：
中
島
二
〇
一
五
よ
り
転
載

　

第
１
３
図
：
中
島
二
〇
一
五
よ
り
転
載
・
一
部
加
筆

　

里
舘　

翔
大　
　

二
〇
一
九
「
平
安
時
代
の
鞠
智
城
周
辺
の
国
内
情
勢
」

　
　
　
　
　
　
　
　
『
鞠
智
城
と
古
代
社
会
』
第
七
号

　

長　

直
信　
　
　

�

二
〇
一
六
「
豊
前
・
豊
後
の
官
衙
・
集
落
と
土
器
様
相
」『
官
衙
・

集
落
と
土
器
二
‐
宮
都
・
官
衙
・
集
落
と
土
器
‐
』

　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
九
回
古
代
官
衙
・
集
落
研
究
会
報
告
書

　

中
島　

恒
次
郎　

一
九
九
二
「
都
へ
行
っ
た
土
器
‐
長
岡
京
右
京
第
一
〇
二

　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
〇
一
出
土
資
料
‐
」『
古
文
化
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